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　1770年 クンストアカデ
ミーは、私の古巣Armani 
FioriのあるTheatiner通り
に絵画と彫刻の芸術校とし
て創立された。時を重ね
る毎に生徒と学部を増や
し、今日のキャンパス・
アカデミー通りに至る。
1992年からは建築家 Coop 
Himmelblauによる斬新な
校舎が記憶に新しい。毎月学部毎に開催されるイベントはウェブサイトで常に告知さ
れ、そこだけを見ているとまるで人気ギャラリーのようだ。
　メディア、インスタレイション、ミニマルアート、写真、絵画、彫刻、彫金の専門
を誇るクンストアカデミー、今回ご紹介する作品展はその集大成である。そして今回
の写真は、そしてこの学校の卒業生でもあるおなじみJens Gramberg（イエンツ グ
ラムベァグ・vol.3で登場）が撮影したもの。フォトグラファーとしても活躍する彼の
目線。被写体の作品とそれを写真にした作品、二度の楽しみを味わってもらいたい。

Sea water

自分もアート？

部屋に入る前から何やら聞こえて来る。人の

ざわめきではなく、人の動く聞き慣れない
音。

部屋に入って笑ってしまった。どうだろう。
こ

の表現力。私とJensは見入ってしまった。動

くアートなのである。無人島を連想させる光
景

だった。砂と裸と原始的、だからだろうか。「ア
ッ

プストラクト アート」である。アップストラ

クトとは日本語で抽象的という意味。皆さん
も

ご存知のアンリ マティス。表現する対象物を

ズバリ表すのでなく、あくまでも抽象的に表
現

し観客をその世界へ導く。数分間の常夏気分
を

味わえた私は、幸いな観客である。終始彼
は、

声を発する事なく、感情を顔に出す事もな
い。

動き続ける見事な完璧作品だ。

インスタレーションドイツではインスタレイション 

アートは決して新しいジャンルで

はない。文字通りインストールす

るアート。では何をインストール

するか??　いつでもここには芝

生があるかの様な、徹底っぷりと

部屋毎に度肝を抜かれる驚きのあ

る部屋。つまり、インストールす

るのは「その場、空気感、空間」

なのである。

アカデミーの教
室内は美しいも

のでは

ない。そこら中
に傷やペイント

跡が残っ

ているのが普通
だ。これはこの

作品展の

為にメインの糸
の作品とともに

床、壁も

生徒達にインス
トールされたの

である。

空間そのものを
アートに変身さ

せている

のだ。

Installation Kunst

Moving me, moving you

034-035_contemporary.indd   34 11.2.16   8:27:10 PM



photo/
Jens Gramberg

035

長年使用された歴史ある
絵画専科のシンクと床

かなり天井の高いネオロマ
ニック建築の校内廊下

立体的な建築は他を見るの
も楽しませてくれる。

２階へあがる階段ではコケテッ
シュな絵。生徒の落書き？

Minimalism

ミニマリズム
ミニマルアート。装飾に依存せず作品の説明を作品を使わずシンプ

ル仕上げた表現である。 由来は数十年前のアメリカとされている。
今回のミニマルアートはスカラプトゥーア 、ゾイレ、ドリッシュ（＝
彫刻、柱、ドーリア式）。Jensはどうやら今回の作品展では、この柱
に感銘を受けたらしい。柱はとても単純であるが、非常に多くの情報
が密集されている。説明しなくてもいいのだ。ここで使われているド
リッシュは美術様式で言うと古代ギリシャ建築の建築様式の３つのう
ちの一番シンプルなひとつである。このドリッシュの彫刻のプロポー
ションとか白い色の微妙な表現よりも、ミニマルアートとは作品の置
かれた状況が第一。空間とのコラボ感を重点的にみるのだ。その柱が
どの比率でどの位置におかれ、どちらをむいているかなど、その空間
の質感や温度感など。
私個人はそれに加え自分の感覚もコラボさせていつもミニマルアー
トを楽しむ。だって、みんな物理的な視線（背の高さとか）や感覚的
な目線が違うからね。言い換えればミニマルアートを鑑賞するとは、
その人の人生観を観ていると言えるんじゃないかと思う。私の言う、
『人生観』伝わるといいのだけれど。Jensは何を観たんだろう？

Watch the mass media

塊状アート、メディアで表現
今やすっかりメジャーなメディアアー

ト。コンセプチュアル、インスタレーショ
ンなど「何を映すか」でほぼ全てのジャン
ルに及ぶアートを表現できてしまう。とこ
ろがこの作品はそうではない。総合フォー
メイション、パフォーマンスがおそらく作
者の主張である。一つひとつの映像より、
トータル感だ。モニターは約100台に及
び、規則的な秩序、規律は見られない。な
のにわれわれ観衆は統一感に訴えられ、一
歩一歩 塊状芸術へと吸い込まれて行く。 
この作品展を楽しい食事会とすると、この
作品は私にとってメインディシュと言える
だろう。玄関を入り、誰の目にも留まるこ
の場所に、この作品が設置されたのも言う
までもない。もっぱら、メインデッシュと
は最初にくるものではないが、この歓迎の
仕方、なるほど芸術界ならではである。
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